
【御津工場送排風機を設置】

年々上昇する気温への対策の一環として、御津工場に送排風機を設置しました。

【目的】

毎年夏になると、生産設備近くに扇風機やスポットクーラーを設置して暑さ対策を行ってきました。

しかし、これらは設置した周辺のみの効果に留まり、工場全体の風通りを改善するには不十分でした。

そこで、工場全体の空気の流れをつくり出し、暑さ対策を強化するため、送排風機を設置しました。

【効果】

・風通しの改善

工場全体に空気が循環することで、従業員からも「風通りが良くなった」との声が寄せられて

います。

・熱中症予防、作業環境の改善

部分的な冷却ではなく工場全体の環境改善につながり、暑さによる体調不良や熱中症リスクの

軽減に効果があります。

・生産効率の向上

快適な作業環境を整えることで、集中力の維持や作業効率の向上につながります。

・省エネ効果への期待

送排風機の活用により、扇風機やスポットクーラーの稼働を抑えることができ、電力使用量の

削減につながる可能性があります。

【送排風機 設置図(設置個所：青印)】 【送排風機 写真】

ユアサ工機は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。
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３．すべての人に健康と福祉を
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